


は
じ
め
に

「
本
質
的
な
お
客
様
価
値
」
を
起
点
に
、
長
期
視
点
で
未
来
を
先
回
り
し
、
将
来
の
お
役
立
ち
の
姿

を
構
想
す
る
こ
と
で
、
事
業
の
競
争
力
を
強
化
す
る
。

こ
の
こ
と
を
目
的
に
、
私
た
ち
は
「
デ
ザ
イ
ン
経
営
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
め
ま
し
た
。

重
視
し
た
の
は
、
そ
の
成
果
を
一
部
の
先
進
事
例
に
と
ど
め
る
の
で
は
な
く
、
各
事
業
部
門
が
主

体
的
に
実
践
で
き
る
よ
う
に
し
た
点
に
あ
り
ま
す
。
不
確
実
な
未
来
に
お
い
て
も
、
組
織
の
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
チ
ー
ム
で
仮
説
を
立
て
、
将
来
の
提
供
価
値
を
具
体
化
し
、
意
思
形
成
し
て
い
く
た

め
の
方
法
論
を
確
立
し
、「
未
来
構
想
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
体
系
化
す
る
こ
と
に
注
力
し
ま
し
た
。

こ
の
挑
戦
は
、
結
果
と
し
て
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
主
に
「
経
営
・
戦
略
面
」
と

「
組
織
・
プ
ロ
セ
ス
面
」
の
２
つ
の
側
面
で
本
質
的
な
意
味
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

経
営
・
戦
略
面
：

未
来
起
点
・
人
間
中
心
の
経
営
判
断
の
強
化
・
高
度
化 

①
組
織
と
し
て
「
判
断
の
軸
」
を
獲
得

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、「
本
質
的
な
お
客
様
価
値
か
ら
逆
算
し
て
、
未
来
の
事
業
を
構
想
す

る
」
と
い
う
考
え
方
が
実
践
さ
れ
、
組
織
の
判
断
軸
と
し
て
実
装
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
経
営
判
断
の
迅
速
化
や
判
断
の
ブ
レ
が
排
除
さ
れ
、
経
営
効
率
が
高
ま
る
と
い
っ
た

効
果
が
生
ま
れ
始
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
何
を
も
っ
て
正
し
い
判
断
と
す
る
の
か
」
と
い
う
基
準

が
、
リ
ー
ダ
ー
個
人
の
思
い
や
経
験
則
か
ら
、「
組
織
と
し
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
く
も
の
へ
と
転

換
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

②
事
業
・
組
織
変
革
を
支
え
る
「
構
想
力
」
の
組
織
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
確
立
さ
れ
た
の
は
、
単
純
な
発
想
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
確
実
な
未
来
に
対

し
て
リ
ー
ダ
ー
を
含
め
た
チ
ー
ム
が
仮
説
を
立
て
、
事
業
の
提
供
価
値
を
具
体
化
し
、
投
資
や
組
織
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回
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で
き
る
よ
う
に
し
た
点
に
あ
り
ま
す
。
不
確
実
な
未
来
に
お
い
て
も
、
組
織
の
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
チ
ー
ム
で
仮
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し
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め
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か
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し
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、
未
来
の
事
業
を
構
想
す

る
」
と
い
う
考
え
方
が
実
践
さ
れ
、
組
織
の
判
断
軸
と
し
て
実
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さ
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そ
の
結
果
、
経
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判
断
の
迅
速
化
や
判
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の
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レ
が
排
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れ
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経
営
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ま
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始
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ま
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ー
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の
思
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や
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、「
組
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の
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ン
」
に
基
づ
く
も
の
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と
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し
た
こ
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を
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ま
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。

②
事
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組
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る
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の
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ク
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で
確
立
さ
れ
た
の
は
、
単
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な
発
想
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で
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確
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に
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し
て
リ
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仮
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具
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を
動
か
す
意
思
決
定
へ
つ
な
げ
る
。
そ
う
し
た
、
経
営
戦
略
の
起
点
と
な
る
構
想
で
す
。

こ
の
メ
ソ
ッ
ド
の
活
用
に
よ
り
、
リ
ソ
ー
ス
配
分
の
判
断
や
全
社
的
な
変
革
を
、
特
定
の
リ
ー

ダ
ー
に
よ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
自
律
的
に
進
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

規
模
が
大
き
く
、
複
数
領
域
に
ま
た
が
る
意
思
決
定
を
求
め
ら
れ
る
大
企
業
に
お
い
て
、
チ
ー
ム
と

し
て
構
想
す
る
方
法
論
を
持
つ
こ
と
は
強
力
な
基
盤
と
な
り
ま
す
。

③
経
営
者
交
代
を
越
え
た
「
長
期
投
資
」
の
実
現

チ
ー
ム
と
し
て
つ
く
っ
た
「
未
来
構
想
」
が
判
断
軸
と
な
る
こ
と
で
、
リ
ー
ダ
ー
が
交
代
し
て
も

長
期
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
継
続
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
き
ま
す
。

短
期
的
成
果
に
引
き
ず
ら
れ
が
ち
な
大
企
業
経
営
に
お
い
て
、
リ
ー
ダ
ー
が
変
わ
る
た
び
に
戦
略

を
練
り
直
す
よ
う
な
非
効
率
を
排
除
し
、
未
来
起
点
・
人
間
中
心
の
意
思
決
定
を
制
度
的
に
担
保
す

る
仕
組
み
に
な
り
得
る
と
考
え
ま
す
。

組
織
・
プ
ロ
セ
ス
面
：

共
創
型
の
構
想
プ
ロ
セ
ス
の
メ
ソ
ッ
ド
化
に
よ
る
理
解
者
・
実
践
者
の
拡
大

①
「
越
境
チ
ー
ム
」
に
よ
る
創
発
的
な
検
討
プ
ロ
セ
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
に
、
部
署
や
職
能
の
壁
を
越
え
た
「
越
境
チ
ー
ム
」

に
よ
る
検
討
プ
ロ
セ
ス
を
構
築
し
、
再
現
性
の
あ
る
メ
ソ
ッ
ド
と
し
て
形
式
知
化
し
た
点
が
あ
り
ま

す
。こ

の
プ
ロ
セ
ス
自
体
が
、
サ
イ
ロ
化
し
が
ち
な
組
織
に
お
い
て
も
未
来
構
想
へ
の
共
通
理
解
を
生

み
出
し
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
部
門
内
で
の
浸
透
の
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
さ
せ
、
特
定
の
部
門
や
人

材
へ
の
依
存
を
回
避
し
つ
つ
、
傘
下
部
門
な
ど
各
所
で
の
自
律
的
な
展
開
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

②
事
業
領
域
を
越
え
て
適
用
可
能
な
「
汎
用
性
」
の
獲
得

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
践
は
、
特
定
の
事
業
領
域
に
閉
じ
る
こ
と
な
く
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ

の
多
様
な
領
域
に
適
応
で
き
る
形
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

再
現
可
能
な
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
定
着
し
た
こ
と
で
、
着
実
に
理
解
者
が
増
え
、
実
践
の
輪
が
拡
大

し
て
い
き
ま
し
た
。
外
部
の
リ
ソ
ー
ス
に
依
存
せ
ず
、「
事
業
を
牽
引
す
る
当
事
者
自
身
が
考
え
抜

き
、
具
体
的
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
て
い
る
」
点
に
、
本
質
的
な
価
値
が
あ
り
ま
す
。
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を
動
か
す
意
思
決
定
へ
つ
な
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。
そ
う
し
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、
経
営
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の
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と
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る
構
想
で
す
。

こ
の
メ
ソ
ッ
ド
の
活
用
に
よ
り
、
リ
ソ
ー
ス
配
分
の
判
断
や
全
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的
な
変
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を
、
特
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の
リ
ー
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に
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存
す
る
こ
と
な
く
自
律
的
に
進
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

規
模
が
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き
く
、
複
数
領
域
に
ま
た
が
る
意
思
決
定
を
求
め
ら
れ
る
大
企
業
に
お
い
て
、
チ
ー
ム
と

し
て
構
想
す
る
方
法
論
を
持
つ
こ
と
は
強
力
な
基
盤
と
な
り
ま
す
。

③
経
営
者
交
代
を
越
え
た
「
長
期
投
資
」
の
実
現

チ
ー
ム
と
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つ
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た
「
未
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。
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な
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業
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に
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、
リ
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び
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を
練
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直
す
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し
、
未
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・
人
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の
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思
決
定
を
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度
的
に
担
保
す

る
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組
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に
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得
る
と
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ま
す
。

組
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・
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面
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型
の
構
想
プ
ロ
セ
ス
の
メ
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ド
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よ
る
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の
拡
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越
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」
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築
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ロ
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じ
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な
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し
て
定
着
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で
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着
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に
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輪
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拡
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て
い
き
ま
し
た
。
外
部
の
リ
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ス
に
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存
せ
ず
、「
事
業
を
牽
引
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る
当
事
者
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、
具
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③
現
経
営
層
・
次
期
経
営
層
へ
の
「
思
考
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
」

実
践
を
通
じ
た
最
大
の
成
果
の
ひ
と
つ
は
、「
人
材
」
で
す
。
現
在
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
理
解
者
・

実
践
者
が
、
グ
ル
ー
プ
経
営
の
中
枢
に
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
次
期
経
営
層

に
未
来
へ
の
思
考
と
実
践
経
験
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。

実
際
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
新
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
人
材
や
思
考
と
い
う
形
で
将
来
に
わ
た
っ
て
価
値
を
生
み
続
け
る
「
資
産
」
と
言
え
ま
す
。

本
書
は
、
２
０
２
１
年
10
月
か
ら
２
０
２
６
年
３
月
の
４
年
半
に
か
け
て
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ

ル
ー
プ
の
事
業
部
門
で
実
践
さ
れ
た
「
未
来
構
想
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
、
方
法
論

の
解
説
と
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
通
し
て
お
伝
え
す
る
も
の
で
す
。

特
定
の
企
業
環
境
下
で
の
取
り
組
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
に
社
会
変
化
へ
の
対
応
に
思

い
悩
む
皆
様
に
と
っ
て
、
必
ず
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

「
自
分
た
ち
が
実
現
し
た
い
未
来
」
を
描
く
こ
と
が
推
進
力
を
生
み
、
働
く
一
人
ひ
と
り
の
内
発
的

動
機
を
引
き
出
し
、
こ
れ
か
ら
の
企
業
の
あ
り
方
を
形
づ
く
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
真
の
課
題
解
決

に
つ
な
が
る
事
業
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
収
益
と
し
て
還
元
さ
れ
る
こ
と
で
企
業
は
成
長
し
、
さ
ら
に

社
会
が
よ
り
良
く
な
っ
て
い
く
。

本
書
が
、
そ
う
し
た
前
向
き
な
循
環
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
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③
現
経
営
層
・
次
期
経
営
層
へ
の
「
思
考
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
」

実
践
を
通
じ
た
最
大
の
成
果
の
ひ
と
つ
は
、「
人
材
」
で
す
。
現
在
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
理
解
者
・

実
践
者
が
、
グ
ル
ー
プ
経
営
の
中
枢
に
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
次
期
経
営
層

に
未
来
へ
の
思
考
と
実
践
経
験
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。

実
際
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
新
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
が
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将
来
に
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価
値
を
生
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る
「
資
産
」
と
言
え
ま
す
。

本
書
は
、
２
０
２
１
年
10
月
か
ら
２
０
２
６
年
３
月
の
４
年
半
に
か
け
て
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ

ル
ー
プ
の
事
業
部
門
で
実
践
さ
れ
た
「
未
来
構
想
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
、
方
法
論

の
解
説
と
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
通
し
て
お
伝
え
す
る
も
の
で
す
。

特
定
の
企
業
環
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下
で
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取
り
組
み
で
は
あ
り
ま
す
が
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う
に
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化
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対
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に
思

い
悩
む
皆
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に
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必
ず
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に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
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自
分
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ち
が
実
現
し
た
い
未
来
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を
描
く
こ
と
が
推
進
力
を
生
み
、
働
く
一
人
ひ
と
り
の
内
発
的

動
機
を
引
き
出
し
、
こ
れ
か
ら
の
企
業
の
あ
り
方
を
形
づ
く
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
真
の
課
題
解
決

に
つ
な
が
る
事
業
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
収
益
と
し
て
還
元
さ
れ
る
こ
と
で
企
業
は
成
長
し
、
さ
ら
に

社
会
が
よ
り
良
く
な
っ
て
い
く
。

本
書
が
、
そ
う
し
た
前
向
き
な
循
環
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
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